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市
議
会
第
四
回
定
例
会
は
十
二

月
十
八
月
開
会
。
市
当
局
提
出

の
一
○
議
案
に
つ
い
て
慎
重
審

議
の
結
果
次
の
よ
う
に
議
決
し

た
。

議
案
第
五
十
六
蹄
工
場
誘
致

條
例
設
定
に
つ
い
て
：
…
・
可
決

木
條
例
は
工
場
誘
致
委
員
会

が
過
般
県
外
工
場
並
び
に
行
政

視
察
を
行
っ
た
と
こ
ろ
本
市
に

も
工
場
誘
致
條
例
を
設
け
て
工

場
の
誘
致
、
育
成
を
図
る
必
要

が
あ
る
事
を
認
め
た
も
の
で
、

そ
の
内
容
は
別
掲
載
の
通
り
で

あ
る
。議

案
第
五
十
七
號
高
萩
市

議
会
の
議
員
の
報
酬
及
び
費
用

辨
償
等
に
関
す
る
條
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
…
…
可
決

地
万
自
治
法
の
改
正
に
伴
い
議

員
に
対
し
て
も
期
末
手
当
が
支

給
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で

そ
の
追
加
の
改
正
條
例

議
案
第
五
十
八
號
高
萩
市

職
員
諸
給
与
條
例
中
一
部
改
正

條
例
に
つ
い
て
・
・
…
・
可
決

本
案
は
旅
費
支
給
に
関
す
る
規

定
の
う
ち
一
部
改
正

議
案
第
五
十
九
號
高
萩
市

税
事
務
特
別
旅
費
支
給
條
例
中

一
部
改
正
に
つ
い
て
．
…
・
・
可
決

前
案
に
関
連
し
た
も
の
で
、
徴

税
吏
員
に
対
す
る
旅
費
支
給
一

部
改
正

議
案
第
六
十
号
高
萩
市
職

員
退
峨
手
当
支
給
條
例
の
一
部

改
正
に
つ
い
て
：
・
・
・
・
可
決

本
案
は
昭
和
三
十
一
年
八
月
法

律
の
改
正
に
よ
り
新
た
に
設
け

国
閤
第
四
回
定
例
会
開
く

工
場
誘
致
條
例
等
一
○
議
案
を
可
決

ら
れ
た
失
業
保
険
法
第
二
十
條

第
二
項
の
規
定
に
も
と
づ
い
て

本
條
例
中
第
十
條
を
改
正

議
案
第
六
十
一
號
高
萩
市

職
員
諸
給
与
條
例
中
一
部
改
正

に
つ
い
て
…
…
可
決

市
職
員
に
対
す
る
年
末
手
当
に

関
す
る
規
定
で
、
国
家
公
務
員

に
準
じ
て
行
わ
れ
た
一
部
改
正

議
案
第
六
十
二
號
基
本
財

産
土
地
処
分
に
つ
い
て
…
…
可

決宇
部
興
産
株
式
会
社
か
ら
市
有

地
挑
下
げ
の
申
請
に
よ
る
処
分

事
項議

案
第
六
十
三
號
寄
附
金

及
び
寄
附
物
件
受
領
に
つ
い
て

。
…
：
可
決

議
案
第
六
十
阿
號
寄
附
受

頭
に
つ
い
て
。
…
・
・
可
決

議
案
第
六
十
五
號
昭
和
三

十
一
年
度
高
萩
市
才
入
才
出
追

加
更
正
予
算
・
・
・
…
可
決

才
入
は
国
庫
支
出
金
二
、
二
三

二
、
九
九
九
円
、
県
支
出
金
二

五
七
、
一
五
○
円
、
寄
附
金
七

一
三
、
○
○
○
円
、
才
出
は
議

会
費
五
六
三
、
○
○
○
円
、
役

所
費
二
、
一
五
八
、
四
二
六
円

の
減
、
消
防
費
四
三
○
、
○
○

○
円
土
木
費
二
三
九
、
六
○
○

○
円
、
社
会
及
び
勢
仇
施
設
蛍

三
、
一
二
九
、
六
○
○
円
、
保

健
衛
生
蟹
六
四
、
八
三
四
円
産

業
經
済
費
四
七
二
、
八
四
一
円

統
計
調
査
費
一
、
四
○
○
円
、

選
挙
費
四
○
、
三
六
一
円
の
減

諸
支
出
金
四
一
○
、
六
六
一
円

の
追
加
更
正
が
行
わ
れ
た
。
今

回
で
本
市
の
予
算
總
額
一
五
五

六
五
八
、
六
六
一
円
と
な
っ
た

第
一
條
こ
の
條
例
は
産
業

の
振
興
の
積
極
的
に
増
進
す
る

た
め
本
市
に
工
場
又
は
事
業
場

の
設
置
若
し
く
は
増
設
を
誘
致

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

第
二
條
市
長
は
前
條
の
目

的
を
達
成
す
る
た
め
こ
の
條
例

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
当
該

工
場
叉
は
事
業
場
の
固
定
資
産

税
を
課
さ
な
い
こ
と
が
で
き
る

昨
年
九
月
十
五
日
現
在
で
、

有
権
者
各
位
か
ら
提
出
し
て
戴

い
た
基
木
逓
挙
人
名
簿
蓋
録
申

請
書
と
、
市
委
員
会
の
調
書
に

基
い
て
基
本
選
挙
人
名
簿
を
調

製
し
、
昨
年
十
二
月
二
十
日
に

名
簿
が
碓
定
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
名
簿
は
昭
和
三
十
二
年
十

二
月
十
九
日
ま
で
に
行
わ
れ
る

各
種
の
選
挙
に
使
用
さ
れ
ま
す

叉
こ
の
名
郡
に
登
録
さ
れ
な
い

者
で
現
在
有
権
者
に
な
っ
て
い

投
票
区
名
一
男

一
女

高
萩
第
一
投
票
区
九
一
二
八
○
垂

高
萩
第
二
投
票
区
六
二
一
七
一
九
一

高
萩
第
三
投
票
区
八
五
Ｑ

安
良
川
投
票
区
九
六
九
一
、
皿
皿
叱
一

島名投票区七六九榿缶稲秋山投票灰

稚

准

準

北

方

投

票

区

斗雪一一三毛珂福平投票灰

上
手
棡
第
一
投
票
灰

上
手
綱
第
二
投
票
区
二
五
○
二
八
一

上
手
綱
第
三
投
票
灰
一
六
九
一
八
四

下
手
綱
投
票
灰
四
四
三
五
四
八

高
戸
投
票
灰
二
五
四
三
二
七

赤
浜
投
票
区
一
三
五
一
錘
軌
一

若
栗
投
票
灰
七
四

横川投票区三三〈一三八下君田投票区一五六

計八、一七二八、Ｅ一睡上君田投票灰《二二三

大
能
投
票
区
一
○
六

中
戸
川
投
票
区
一
三
五

基
本
選
翠
人
名
簿
確
定
に
つ
い
て

高
萩
市
工
場
誘
致
條
例

第
三
條
免
税
を
受
け
る
も

の
は
本
市
の
産
業
振
興
に
寄
与

す
る
も
の
で
新
設
増
設
の
固
定

資
産
總
額
参
千
万
円
以
上
の
も

の
と
す
る

第
四
條
免
税
の
期
間
は
当

該
工
場
又
は
事
業
場
が
生
産
を

開
始
し
た
年
か
ら
三
ヶ
年
と
す

る
但
し
市
長
が
必
要
と
認
め
た

と
き
は
議
会
の
同
意
を
得
て
こ

ろ
者
及
び
本
年
十
二
月
十
九
日

ま
で
に
有
椛
者
に
な
る
者
は
、

本
年
十
二
月
十
九
日
ま
で
に
選

挙
が
あ
っ
た
場
合
は
、
本
人
又

は
代
即
人
が
補
充
選
挙
人
名
簿

登
録
申
請
響
を
市
委
員
会
に
提

出
し
て
袖
充
逃
挙
人
名
簿
に
笠

録
し
て
か
ら
で
な
い
と
投
票
が

出
来
ま
せ
ん
。

筒
基
本
選
挙
人
名
簿
に
よ
る
各

投
票
区
の
議
録
人
員
は
次
の
と

お
り
で
す
。

二
七
二

一
七
、
○
○
二

、 、 、 ､ ､ 、 、

計
二四三四一二五九三五七七五円○七三七
○五一六五九八九五三○五九四八二三三一

○一八四二四一一三一三一九九七二七○七

の
期
間
を
短
縮
又
は
延
長
す
る

こ
と
が
で
き
る

第
五
條
こ
の
條
例
の
適
用

を
受
け
よ
う
と
す
る
者
は
弔
業

開
始
の
日
か
ら
一
ヶ
月
以
内
に

別
紙
様
式
に
よ
る
申
請
害
（
法

人
に
あ
っ
て
は
法
人
登
記
簿
の

謄
本
を
添
付
す
る
）
を
市
長
に

提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
六
條
当
該
工
場
の
相
続

縦
波
共
の
他
の
事
由
に
よ
り
免

税
措
置
を
う
け
る
も
の
に
変
更

を
生
じ
そ
の
所
有
椛
取
得
者
に

於
て
辮
業
を
継
続
す
る
場
合
は

残
期
間
内
に
限
り
こ
れ
を
適
用

す
る
こ
と
が
で
き
る

前
馴
の
場
合
に
曲
っ
て
は
事
業

継
承
者
は
権
利
取
得
を
一
証
す
る

書
類
を
添
え
第
五
條
の
規
定
に

準
じ
直
ち
に
市
長
に
届
出
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

第
七
條
市
の
区
域
内
に
工

場
を
有
す
る
も
の
で
設
備
資
金

額
が
参
千
万
円
以
上
の
増
拡
張

を
し
た
と
き
は
市
議
会
の
同
意

を
得
て
そ
の
増
額
の
部
分
の
み

に
つ
い
て
こ
の
條
例
を
適
用
す

る
こ
と
が
で
き
る

第
八
條
市
長
が
特
に
必
要

と
認
め
た
場
合
は
免
税
措
置
の

外
別
に
市
議
会
の
議
決
を
經
亡

經
倍
的
援
助
を
な
し
叉
は
工
場

の
設
慨
に
つ
き
諸
般
の
協
力
を

す
る
こ
と
が
で
き
る

第
九
條
こ
の
例
條
の
適
用

を
う
け
て
い
る
も
の
が
次
の
各

號
の
一
に
該
当
す
る
と
市
長
が

認
め
る
と
き
は
免
税
を
停
止
し

叉
は
減
額
し
既
に
免
税
し
た
賦

課
金
の
一
部
を
課
税
す
る
こ
と

が
で
き
る

一
、
第
五
條
申
請
書
の
記
載
事

項
に
蛭
更
が
あ
る
場
合
痩
更
し

た
日
か
ら
十
日
以
内
に
市
長
に

届
け
が
な
か
っ
た
と
き

二
、
牢
業
を
休
止
若
し
く
は
廃

止
し
た
と
き
叉
は
休
止
或
は
廃

止
の
状
況
に
あ
る
と
認
め
た
時

三
、
不
正
の
行
為
に
よ
り
免
税

を
う
け
よ
う
と
し
た
と
き

第
十
條
こ
の
條
例
の
施
行

に
関
し
必
要
な
事
項
は
市
長
が

別
に
之
を
定
め
る
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本
日
来
賓
諸
君
御
臨
席
の
下
に

高
萩
市
商
工
会
の
新
年
会
を
催

し
ま
し
た
処
、
会
員
に
も
多
数

御
出
席
下
さ
い
ま
し
て
盛
大
に

催
す
こ
と
を
得
ま
し
た
事
は
誠

に
喜
び
と
す
る
所
で
あ
り
ま
す

昭
和
三
十
二
年
の
新
春
を
迎
え

御
目
出
産
う
・
こ
ざ
い
ま
す
籾
て

本
年
は
西
年
で
烏
の
両
翼
を
張

り
大
い
に
雄
飛
す
る
年
で
あ
り

ま
し
て
前
途
の
見
透
し
ば
誠
に

明
る
い
感
が
い
た
し
ま
す
元
づ

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
多
事
多
幸

で
あ
り
ま
し
た
則
ち
日
ソ
の
国

交
は
回
復
し
一
方
で
は
満
場
一

致
で
国
連
に
加
盟
す
る
こ
と
が

で
き
世
界
に
門
戸
を
開
い
た
わ

け
で
ご
ざ
い
ま
す
、
殊
に
鳩
山

内
閣
の
後
継
と
し
て
万
橘
内
閣

が
誕
生
い
た
し
ま
し
た
又
外
に

は
幸
か
不
幸
か
〈
ソ
ガ
リ
ヤ
問

題
及
び
ス
エ
ズ
問
題
が
勃
発
し

欧
州
経
済
は
麻
郷
状
態
に
陥
り

之
が
為
我
国
の
登
易
は
好
調
と

相
成
り
た
め
に
東
南
ア
ジ
ヤ
は

我
国
に
よ
っ
て
開
発
の
気
運
に

恵
ま
れ
て
参
り
ま
し
た
、
随
っ

て
唯
今
で
は
外
貨
も
二
千
億
弗

に
垂
ん
と
す
る
程
獲
得
し
て
お

り
ま
す
、
こ
の
外
貨
を
活
用
し

て
い
っ
た
な
ら
本
年
の
税
易
は

や…

本
市
經
濟
界
の
展
望

高
萩
市
商
工
会
長
安

一
隅
好
況
と
な
る
こ
と
は
疑
う

余
地
が
な
い
と
存
じ
ま
す
。

私
は
先
日
水
戸
で
開
か
れ
た

大
久
保
国
務
大
臣
の
歓
迎
会
に

参
り
同
大
臣
か
ら
「
現
花
の
日

本
で
は
政
治
と
經
済
と
何
れ
が

第
一
か
と
申
せ
ば
先
以
っ
て
経

潜
を
第
一
と
せ
ね
ば
な
り
ま
せ

ん
、
故
に
こ
そ
私
は
經
済
に
明

る
い
石
橋
さ
ん
を
總
理
に
選
ん

だ
訳
で
す
、
万
橋
さ
ん
こ
そ
現

在
の
日
本
を
背
負
っ
て
立
つ
唯

一
の
人
で
あ
り
ま
す
」
と
ゆ
う

お
話
を
伺
い
ま
し
た
、
こ
の
お

話
に
よ
っ
て
も
本
年
こ
そ
は
実

に
未
だ
か
つ
て
な
い
年
だ
と
思

は
れ
ま
す
。

木
眼
に
お
き
ま
し
た
は
原
子
力

研
究
所
が
建
設
さ
れ
ま
し
て
愈

堂
本
年
六
月
か
ら
研
究
に
着
手

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
原

研
に
関
す
る
限
り
先
進
諸
国
よ

り
幾
分
遅
れ
た
感
が
あ
り
ま
す

が
科
学
日
本
の
学
者
川
を
以
て

せ
ぱ
た
ち
ま
ち
先
進
国
を
凌
駕

す
る
こ
と
は
あ
き
ら
か
で
雌
て

鑛
工
業
に
与
い
ら
る
利
益
を
思

い
ば
こ
れ
こ
そ
本
県
の
誇
り
と

す
る
所
で
あ
り
ま
す
。

ひ
る
が
へ
っ
て
我
が
高
萩
市
は

泊
炭
砿
業
あ
り
パ
ル
ザ
工
業
あ

り
そ
の
他
豊
富
な
林
産
資
源
あ

り
各
種
農
産
物
あ
り
考
へ
て
象

ま
す
と
実
に
立
派
な
生
産
都
市

で
あ
り
ま
す
、
我
が
高
萩
市
の

經
摘
界
が
枇
の
好
況
の
影
響
に

余
り
敏
感
で
な
い
と
い
う
事
実

は
こ
れ
ら
に
因
る
も
の
と
思
は

れ
ま
ず
。

そ
こ
で
本
市
商
工
会
と
い
た
し

村

･片一

馬

昭
和
三
十
一
年
寄
附
者
摺
介

寄
附
金
及
び
物
件
名
寄
附
目
的

畑
七
畝
七
歩
若
栗
中
学
校
々
地
用

畑
五
畝
二
七
歩
〃

金
拾
六
万
円
視
聴
覺
教
育
映
写
機
購
入
用

清
水
式
「
三
恵
」
自
動
耕
転
機
弍
合

金
拾
万
円
石
舟
部
落
電
燈
設
置
用

金
拾
万
円
社
会
事
業
費
用

鉄
背
火
の
見
櫓
基
礎
壼
基
椚
防
団
第
四
分
団
用

金
拾
万
円
撫
恥
報
》
叶
阿
分
団
貯
水

金
拾
万
円
郵
剖
鋤
艀
校
々
庭
貯
水
槽

金
弍
拾
万
円
市
内
道
路
補
修
工
事
費
用

鉢
造
麺
葺
癖
屋
唾
五
瞬
畔
鋤
緬
識
諦
岬
分
団
器
具

金
弍
拾
五
万
円
毒
彗
甦
琴
岬
五
輪
場
藤
山

畑
四
畝
二
七
歩
横
川
小
学
校
敷
地
用

畑
一
三
歩
一
〃

畑
四
畝
○
九
歩
一
〃

宅
地
一
四
二
坪
〃

山
林
七
畝
○
○
歩
〃

宅
地
四
三
坪
一
七
〃

田
二
畝
一
二
歩
上
君
田
小
学
校
敷
地
用

畑
五
畝
○
五
歩
〃

率
榊
”
壺
蓉
歩
能
小
学
校
敷
地
用

川畑

垂
搾
に
毒
錘
辨

畑畑畑
九
〃
二
七
歩
・
上
君
田
小
学
校
蚊
地
用

山
林
一
反
二
畝
一
三
歩
君
田
中
学
校
敷
地
用

ま
し
て
は
そ
の
発
展
の
為
に
は
あ
っ
て
は
な
り
ま
せ
ん
、
且
つ

先
づ
も
っ
て
、
本
年
の
経
済
界
又
店
舗
の
改
良
設
備
の
改
善
に

の
見
透
し
を
し
っ
か
り
と
見
極
努
力
す
る
事
が
最
も
大
切
な
事

め
、
仕
入
の
時
期
に
つ
い
て
考
で
あ
る
と
思
い
ま
す
、
そ
れ
に

慮
し
た
り
生
産
コ
ス
ト
の
引
下
い
た
し
ま
し
て
も
本
日
御
来
臨

げ
を
図
る
等
に
力
を
そ
、
ぎ
更
の
来
賓
各
位
の
御
後
援
が
な
け

に
販
路
の
拡
張
に
努
め
な
げ
れ
れ
ぱ
何
事
も
な
し
得
ま
せ
ん
、

ぱ
な
り
ま
せ
ん
、
本
市
の
物
価
唾
缶
確
認
露
罐
罐
排
毒
岬
鋤
露

が
他
市
に
比
鮫
し
て
多
少
で
も
の
程
弁
お
願
申
上
げ
ま
し
て
私

高
価
で
あ
る
と
ゆ
う
様
な
事
か
の
挨
拶
と
い
た
し
交
す
。

椚
防
団
第
四
分
団
用
六
月
一

消
防
団
第
十
両
分
団
貯
水
十
二
［

補
工
事
費
用

秋
山
小
学
校
々
庭
貯
水
槽
十
二
ロ

エ
事
費
用

市
内
道
路
補
修
工
事
費
用
十
二
門

採
納
議
決
月
日

一
月
二
十
七
日

一
月
二
十
七
日

三
月
十
三
日

五
月
四
日

五
月
両
日

六
月
二
十
六
日

六
月
二
十
六
日

十
二
月
十
八
，

十
二
月
十
八
日

十
二
月
十
八
日

十
二
月
十
八
日

十
二
月
十
八
日

十
二
月
十
八
卿

十
二
月
十
八
日

十
二
月
十
八
日

十
二
月
十
八
日

十
二
月
十
八
日

十
二
月
十
八
日

十
二
月
十
八
日

十
二
月
十
八
日

十
二
月
十
八
日

十
二
月
十
八
日

十
二
月
十
八
日

千
二
月
十
八
日

十
二
月
十
八
日

十
二
月
十
八
日

十
二
月
十
八
日

十
二
月
三
日
よ
り
十
三
日
ま
で

部
落
懇
談
会
を
開
い
て
趣
旨
の

徹
底
を
図
る
と
共
に
基
礎
調
査

及
び
枇
論
調
査
の
取
纒
め
に
努

＃
を
い
た
し
事
務
局
を
設
侭
し

第
一
地
域
の
農
村
振
興
計
画
案
成
る

住
所

大
字
若
栗

〃高
萩
市
視
聴
髭
教
育
研
究

会
長

高
萩
炭
砿
株
式
会
社
々
長

石
舟
部
落
代
表

本
町
三
丁
目

高
萩
炭
砿
株
式
会
社
々
長

大
字
赤
浜
区
長

秋
山
小
学
校
貯
水
槽
建
設

委
員
会
代
表

日
本
原
料
株
式
会
社
高
萩

出
張
所
長

大
字
上
君
田
代
表

宇
部
興
産
株
式
会
社
々
長

高
萩
炭
礦
株
式
会
社
点
長

大
字
横
川
一
九
七

大
字
横
川
一
六
四

″″″大
字
上
君
田
七
八
四

大
字
高
萩
一
、
九
六
○
ノ
五

大
字
上
君
田
四
五
二

大
字
大
能
六
三
七

″大
字
大
能
七
九
二

久
慈
郡
里
美
村

久
慈
郡
里
美
村

農
村
振
典
協
議
會
で
決
定
県
へ
提
出

て
本
格
的
な
計
画
立
案
に
入
っ

た
の
は
十
二
月
二
十
四
日
か
ら

で
、
よ
う
や
く
成
案
を
得
て
一

月
二
十
二
日
県
の
内
閲
に
よ
り

經
済
調
査
に
不
備
の
点
が
あ
つ

井佐大〃佐驚佐藤〃〃〃〃鈴豐菊俵佐野庄皆菊吉郷菊安藤藤 氏
久

坂藤部 川田川田 木田地田川口田川地保土地村田田

名
幸
教巽篤

寛
実

酉
之
介

も
と

党
実

源
之
介

忠
紀環

勝
一

明

寛
実

武
門

重
光

辰栄俊広善
維
寿

兵
衛
門

正
安 雄次彦三
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私
は
国
祭
日
と
し
て
「
成
人
の

日
」
が
設
け
ら
れ
そ
の
年
、
成

，
年
に
達
せ
ら
れ
た
青
年
諸
君
の

独
立
し
た
社
会
人
と
し
て
の
門

出
を
祝
福
す
あ
為
に
行
わ
れ
る

「
成
年
式
典
」
に
毎
年
御
邪
畷

さ
せ
て
頂
い
て
府
り
ま
す
が
今

作
程
全
般
的
に
落
付
い
た
気
持

の
よ
い
式
に
臨
主
せ
て
唖
い
た

事
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
時
間

の
励
行
さ
、
川
席
卒
、
終
始
一

貫
し
た
真
面
目
厳
態
度
、
実
に

敬
服
に
堪
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

戦
後
十
年
余
吾
々
は
復
興
に
、

そ
し
て
自
主
独
立
に
願
を
掛
け

て
努
力
し
て
参
り
ま
し
た
。

｜
｜
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
「
物
」
の
面

I

た
の
で
検
討
に
検
討
を
重
ね
て

修
正
し
二
月
一
日
県
へ
提
出
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

事
業
の
重
襲
性
か
ら
各
関
係
機

関
の
協
力
を
得
て
計
叫
の
完
壁

を
期
し
た
の
で
あ
る
が
之
に
襲

し
た
延
人
員
は
四
二
○
人
に
及

び
う
ち
超
過
勤
務
時
間
は
一
、

一
九
二
時
間
に
及
ん
だ
こ
と
を

み
て
も
計
画
の
内
容
が
如
何
に

膨
大
で
あ
り
複
雑
多
岐
で
あ
っ

た
か
睦
相
像
さ
れ
よ
う
。

兎
に
角
関
係
各
位
の
な
み
ノ
、

な
ら
ぬ
御
努
力
に
深
甚
な
る
感

謝
の
意
を
表
す
る
と
共
に
本
計

画
が
画
餅
に
な
ら
な
い
為
に
は

農
民
各
位
の
自
覚
と
団
結
力
を

以
っ
て
之
が
実
現
に
全
力
を
霊

す
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

今
回
の
計
画
は
期
間
が
非
常
に

短
か
く
農
家
の
皆
様
と
十
分
協

議
す
る
余
裕
が
な
く
事
務
局
が

成
年
式
に
臨
ん

矢
代
光

立
案
し
た
も
の
を
協
議
会
の
審

議
を
得
て
一
応
県
へ
提
出
し
ま

し
た
が
木
計
画
は
皆
様
方
の
畷

り
上
っ
た
意
思
の
反
映
と
希
望

を
充
分
に
お
り
込
ん
だ
事
業
計

両
で
も
あ
る
の
で
此
の
点
御
理

解
の
上
年
度
計
画
の
実
現
の
為

に
最
大
の
御
協
力
と
之
が
推
進

に
十
二
分
の
御
努
力
を
お
願
ひ

し
て
止
み
ま
せ
ん
。

筒
木
計
川
が
県
で
群
議
さ
れ
農

林
省
で
採
択
さ
れ
Ⅸ
ぱ
実
施
指

定
市
町
村
と
な
っ
て
三
十
二
年

度
で
興
え
ら
れ
た
枠
内
で
叩
業

が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が

ど
こ
ま
で
も
受
補
農
家
で
あ
る

皆
様
が
主
体
と
な
っ
て
行
な
い

ま
す
の
で
よ
り
一
層
の
認
識
と

自
覺
を
も
っ
て
之
が
遂
行
に
万

全
を
期
さ
れ
る
よ
う
念
願
す
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

で
は
お
そ
ら
く
戦
前
以
上
の
力

が
養
わ
れ
た
も
の
と
確
信
い
た

し
ま
す
。

然
し
「
心
」
の
面
で
は
ど
ら
で

し
ょ
う
、
夢
想
も
し
な
か
っ
た

敗
戦
の
痛
手
で
希
望
を
失
い
中

心
を
失
い
Ｈ
的
明
な
く
只
右
往

左
住
の
態
で
梢
々
し
ば
し
独
裁

的
な
封
嘘
主
義
か
ら
民
主
々
義

と
教
育
方
針
も
大
窪
革
を
余
儀

な
く
さ
れ
、
新
日
本
の
在
り
方

を
打
出
さ
ん
と
し
て
も
若
い
人

は
「
親
父
ら
は
古
臭
い
旧
体
制

だ
」
と
反
駁
し
お
年
寄
の
方
は

「
ど
う
も
此
頃
の
若
い
者
は
」

と
信
を
お
け
ず
勢
斉
の
面
で

も
政
治
の
面
で
も
瓦
に
相
突
摩

イ
、

史

操
が
色
々
な
面
で
表
わ
れ
一
体

と
な
っ
た
協
力
態
制
が
と
り
に

く
か
っ
た
の
は
過
去
の
事
実
で

は
な
か
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

然
る
に
近
代
の
青
年
は
立
派
な

教
養
を
身
に
つ
け
自
ら
文
化
的

な
民
主
的
な
国
家
建
設
の
中
該

者
と
し
て
の
栄
誉
と
重
責
を
自

覺
し
て
そ
の
上
に
立
っ
て
行
動

を
し
、
努
力
し
て
行
き
た
い
と

言
う
真
剣
な
熱
意
を
披
朧
し
て

居
り
ま
す
。

戦
後
十
年
漸
く
国
静
ま
り
新
ら

し
い
日
本
人
が
出
来
た
「
心
」

の
面
で
も
復
興
し
た
と
鴎
祝
し

益
々
増
長
さ
せ
て
行
く
為
の
努

力
を
排
わ
れ
ば
な
ら
ん
と
誓
い

合
い
た
い
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
上
で
大
事
な
事
は
吾
々
大
人

の
世
界
が
こ
の
輝
か
し
い
希
望

に
燃
え
て
押
進
ま
ん
と
す
る
青

年
諸
君
を
信
頼
し
、
見
守
り
鞭

燵
し
て
あ
げ
る
事
だ
と
思
い
ま

す
Ｏ
折
角
吾
々
日
本
人
の
血
の

中
か
ら
よ
み
が
え
り
湧
き
上
っ

て
来
た
尊
い
火
を
吹
き
消
さ
な

い
事
だ
と
思
い
ま
す
。
未
来
に

多
く
を
掛
け
る
青
年
と
現
実
に

生
き
る
壮
年
と
、
過
去
を
多
く

語
り
た
が
る
御
年
寄
と
が
五
徳

の
様
に
輪
に
な
っ
て
互
の
言
い

分
を
尊
重
し
合
い
瓦
の
持
ち
味

を
生
か
し
合
い
協
力
し
合
う
処

に
家
庭
の
円
満
哨
市
の
平
和
も

国
の
発
展
も
期
せ
ら
れ
る
も
の

で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
今
そ
の
時

が
来
た
そ
れ
が
出
来
る
時
が
来

た
と
確
信
致
し
ま
す
。
こ
の
団

結
で
、
こ
の
意
気
で
、
こ
の
熱

意
で
雄
飛
す
る
な
ら
ば
枇
界
の

平
和
の
為
文
化
の
為
新
ら
し
い

国
連
の
一
員
と
し
て
の
日
本
に

課
せ
ら
れ
た
責
を
充
分
果
し
貢

献
す
る
事
が
出
来
る
も
の
と
信

じ
ま
す
。

今
年
の
成
年
式
に
臨
ん
で
限
り

な
い
た
の
も
し
さ
を
覺
え
力
強

さ
を
感
じ
て
喜
び
に
堪
え
ず
敢

え
て
筆
を
と
っ
た
の
で
御
座
い

ま
す
が
ど
う
か
来
る
年
も
来
る

年
も
そ
の
力
が
伸
長
さ
れ
て
い

き
ま
す
様
そ
し
て
こ
の
国
祭
日

映
川
「
雨
情
」
馬
市
ロ
ケ
は
、

天
候
の
都
合
で
、
延
び
ノ
、
に

な
っ
て
い
た
か
、
去
る
一
月
十

九
日
絶
好
の
日
和
に
恵
ま
れ
て

行
わ
れ
た
。

磯
馴
海
岸
に
特
設
さ
れ
た
蛎
市

場
は
松
林
を
前
景
と
し
て
上
平

洋
と
蓮
来
岩
存
背
景
に
、
七
十

頭
の
馬
を
集
め
、
馬
主
及
び
参

加
者
並
び
に
畜
産
農
協
、
売
店

等
関
係
者
各
位
の
多
大
の
御
協

力
を
得
て
、
貢
物
そ
っ
く
り
の

馬
市
風
景
を
表
現
出
来
た
こ
と

…… …

ｌ
ｈ
ｌ
ｑ
ｈ
ｌ
ｌ
ｈ
Ｏ
１
ｈ
４
ｌ
ｌ
６
ｌ
ｈ
４
ｌ
ｌ
１
ｈ
ｈ
ｌ
ｈ
ｌ
１
ｂ
ｌ
ｌ
ｌ
６
ｌ
ｌ
ｌ
０
ｌ
ｌ
０
ｌ
０

市
報
を
蓋
み
ま
し
ょ
う

市
報
は
二
戸
一
部
宛
町
内
述
絡
員
を
通
し
て
配
布
し
て
お
り

ま
す
か
ら
配
布
が
な
い
と
き
ば
町
内
連
絡
員
（
惟
話
人
）
或

は
市
役
所
へ
申
出
下
さ
い
。

馬
市
ロ
ケ
総
ろ

ｈ
ｌ
Ｏ
ｈ
Ｏ

人
筑
の
雌
点
、
森
繋
久
蠅

力
益
々
盛
ん
に
な
り
意
義
深
い

ｆも
の
で
あ
り
霞
す
よ
う
希
っ
て

止
み
ま
せ
ん
Ｏ

（
筆
者
は
高
萩
市
社
会
教
育
委

員
長
、
多
賀
郡
市
公
民
館
連
絡

協
議
会
副
会
長
）

は
感
制
に
堪
え
な
い
。
雨
惰
に

扮
十
ろ
森
繁
久
弥
氏
と
ロ
ケ
風

景
を
見
物
せ
ん
と
六
千
余
の
観

衆
が
間
朋
の
松
林
を
埋
め
、
撮

影
の
合
間
、
休
憩
中
の
森
繁
氏

券
撮
ら
う
と
す
る
ア
マ
チ
ャ
カ

メ
ラ
マ
ン
の
肩
に
す
る
カ
メ
ラ

の
砲
列
は
、
カ
メ
ラ
馴
れ
し
て

い
る
森
繁
氏
を
も
跨
る
か
し
た

程
だ
っ
た
。
撮
影
終
了
後
、
中

学
同
窓
の
笠
谷
教
諭
を
高
萩
高

校
に
訪
れ
、
生
徒
に
挨
拶
し
て

喝
菜
を
博
し
た
。

４
１
０
ｈ
ｈ
ｈ
ｈ
０
ｌ
ｈ
ｌ
ｌ
Ｏ
ｈ
ｈ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
０

’

(写真は森繁扮する雨情と子役杉雄）

う
ち
で
こ
め
と
れ
な
く
て
こ

ま
っ
た
こ
め
な
い
か
ら

か
ぼ
ち
ゃ
た
べ
て
い
た

べ
ん
と
あ
る
日
い
や
だ
っ
た

で
も
こ
ん
ど
う
れ
し
い

し
い
え
い
し
い
ま
い
を

た
く
さ
ん
い
た
だ
き

う
ち
の
入
み
ん
な
よ
ろ
こ
ん
だ

お
か
あ
さ
ん
な
い
た

わ
た
し

お
く
ん
と
も
っ
て
い
け
る
か
ら

ロ
、

う
れ
し
Ｌ（

た
け
も
と
か
ず
こ
〕

×
×
×

〃
う
れ
し
か
っ
た
〃

う
ち
で
こ
め
と
れ
か

ま
っ
た
こ
め
な
い
か
畠

か
ぼ
ち
ゃ
た
べ
て
い
だ

く
ん
と
あ
る
日
い
や

涙
干
も
こ
知
）
豚
言
う
Ｌ
い
お
こ
め
を
た

い
て
白
い
、
こ
は

う
を
も
っ
て
学

た
の
し
い
で
す

（
よ
れ
も

〃
し
ろ
い
お
こ
め
〃

こ
と
し
は
、
き
ょ
う
さ
く
で

す
き
な
と
う
き
び
も
た
‐
へ
ら
れ

ず
、
あ
き
に
な
っ
て
鴫
、
い
も

と
か
ぽ
ち
や
で
学
校
へ
も
っ
て

い
く
お
く
ん
と
う
に
こ
主
っ
て

い
ま
し
た
が
、
や
く
ぼ
か
ら
白

い
お
こ
め
を
た
く
ざ
人
い
た
だ

い
て
白
い
、
こ
は
ん
の
お
・
へ
ん
と

う
を
も
っ
て
学
校
へ
い
く
の
が

た
の
し
い
で
す
。

（
よ
れ
も
と
ゆ
き
こ
）

北
海
道
か
ら
き
た

お
禮
状

今月の納税は

固定資産税第四期
一
。
◎

》

納期は2月末日です

納期限内に完納しましょう
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去
る
一
月
九
日
午
前
十
時
水
戸

市
三
の
丸
民
生
会
館
に
於
て
第

六
回
新
生
活
モ
デ
ル
町
村
及
団

体
の
表
彰
式
が
挙
行
ざ
れ
最
歴

秀
と
し
て
笠
間
町
婦
人
会
十
九

支
部
外
五
団
体
の
内
本
市
⑨
宇

部
興
産
向
洋
鉱
万
代
町
（
代
表

斎
藤
幸
三
）
は
第
二
部
門
の
生

活
と
環
境
の
保
陞
衛
生
的
改
善

で
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

以
下
そ
の
概
要
を
紹
介
し
よ
う

こ
の
団
体
は
、
前
記
蛎
業
所
社

宅
五
五
戸
二
七
七
名
の
集
団
で

あ
る
。
従
っ
て
、
農
村
の
或
る

一
つ
の
部
落
や
、
都
市
の
一
町

内
の
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
と
は
そ
の

性
格
が
大
変
異
っ
て
い
る
こ
と

奨励金をもらった納税貯蓄組合

（昭和3]年度上期分〕

Ⅱ
新
生
活
運
動
の
實
績
Ⅱ

県
か
ら
表
彰
さ
れ
た

向
洋
鉱
万
代
町
と
は

１
口
、
。
、
■
１
■
１
α
１
口
、

組合名 ｜ 組合長
栄 町宮田 操
北方発電所山本弘治
北町第一小野弘獄
仲町第二柴田知吉

駒形町高木福督
本町通り 柴田長市
昭和通り 鈴木道雅
高萩郵便局今川三九郎
高萩農協組合沼田 満
北町共栄石川信吉
肥前山第五箕川 勝
仲 の 町下村欽一
安良川商栄沼野義次
島名上烏佐藤浅雄
安良川横町大山一郎
南町第二加藤庄太郎
南町睦横山正平
高砂町十津川辰三郎
安良川第八矢代一郎
石滝第一鈴木朝寿
松合第一豊田政行
安良川第六早川 実
旭 町石 安太郎
北方宿沼田才助
豊 栄大越俊之助
共 栄神代一女
石河原第一金沢政吉
石 舟富田幹良
西 城鈴木昭女
川側上渡辺亀太郎
仲町下潮田勝男
仲町上 物井政雄
下町第二大友 泰
赤浜上宿石井三穗
赤浜下町鈴木勝正
石 畑今川重道
北城東大高 吟
行人塚第二草野質良
北城西大高重次
滝 ノ 脇佐山栄一
行人塚第一川上 淳
下町婦人 荒川千代
赤浜第三 細金四郎
関口農家神長良道
杉 内 下山田利政
上町上根本三千雄
上町下渡辺守衛
､ﾂー ど れ鈴木 光
石河原第二大森 盛

下君田番|蕊騨
米

罵声桶 瞬誓累
呈

下君田台松木、 朗
下君田第一鈴木長次
前 山 川時義夫
神合一沼田富美穂
田 代益子忠義
井戸沢 豊田四郎次

閏卿豐 餌蕊
烏曾恨大部 鐘
若 栗 沼田勝美

上君田宿間噌齋鴦皇久

上君田宿下沼田克道
大 川鈴木卓見
大龍下沼田貞夫
福 平椎名良一
田 の草佐川 踵

栄北北仲駒本高昭

’組合員数 暁〃j金

７
２
〃
２
２
９
０
Ｈ
１
８
ｌ
Ｄ
１
８
１
９
９
５
２
６
４
８
４
１
７
６
４
５
９
３
９
１
２
７
１
９
３
５
２
７
８
２
０
６
１
４
５
６
０
吊
り
７
２
２
瀞
９
－
〃

０
７
０
０
９
０
４
６
６
７
９
２
４
４
８
２
愚
４
７
５
１
０
２
３
４
４
冊
１
４
０
り
７
２
７
７
３
．
ひ
４
０
０
２
０
５
９
０
鰍
Ｒ
８
１
７
り
７
９
２
｛
〃
６

２
５
６
３
８
１
６
１
１
０
１
３
７
３
０
９
４
６
６
４
６
月

８
０
０
１
８
３
６
０
６
９
８
６
丹
６
５
０
８
５
３
０
８
９
０
６
２
３
４
８
９
８
Ｓ
＄
２
９

２
４
２
届
２
１
２
Ｚ
辰
２
１
ｆ
凡
凡
ａ
ａ
ａ
２
４
２
２
ａ
６
２
２
０
２
４
ａ
３
１
ａ
ａ
ｆ
凡
４
４
生
２
ａ
４
泓
乳
凡
ａ
ｆ
凡
乳
り
－
１
Ⅲ
泓
臥
＆

５
７
６
２
－

Ｊ
岸
〃
７
５
８
７
８
０

１
１
１
１
２
１
１
１
２
２

は
、
は
じ
め
に
申
し
上
げ
ね
ば

な
る
ま
い
。

昭
和
二
十
九
年
二
州
頃
迄
は
、

こ
の
社
宅
か
も
と
山
一
炭
砿
社

宅
で
あ
っ
た
た
め
、
そ
の
家
族

が
約
牛
数
を
占
め
て
お
り
、
職

も
な
く
、
生
活
保
護
を
受
け
ね

ば
な
ら
な
い
者
が
多
か
っ
た
が

そ
れ
も
次
第
に
解
決
し
、
隣
同

志
の
固
い
団
結
が
い
よ
い
よ
深

ま
っ
て
行
っ
た
。

そ
の
後
、
蝋
境
を
き
れ
い
に
す

る
運
動
が
、
井
戸
端
会
議
の
中

か
ら
高
ま
り
、
会
社
と
、
住
居

者
が
一
締
に
な
っ
て
、
住
み
よ

い
生
活
環
境
を
つ
く
る
通
勤
が

始
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

２
１
１
１
２
８
０
９
卯
２
３
２
５
８
り
当
４
り
７
２
１
２
房
Ｄ
０
９
６
７
６
１
５
６
Ｏ
心
１
４
６
鰍
１
斗
７
９
汁
リ
５
２
８
７
４
２
２
０
６
４
８
８
４
８
３
２

２
２
１
２
ｏ
ひ
１
２
１
１
２
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
２
１
１
１
２
１
Ｊ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
１
１
２
１
９
〕
２
２
２
２
２
１
１
１
１
１
２

ま
ず
最
初
は
．
社
宅
を
三
班
に

編
成
し
て
、
環
境
美
化
の
コ
ン

ク
ー
ル
を
行
い
、
よ
い
処
は
モ

デ
ル
班
と
し
た
。
次
に
其
班
の

自
主
的
活
動
を
も
っ
て
蚊
と
叩

の
砺
除
に
の
り
だ
し
た
の
で
あ

る
。
主
婦
を
主
体
と
し
た
術
生

班
が
、
定
期
的
に
薬
剤
さ
ん
布

畷
境
の
美
化
に
一
濟
に
活
動
し

た
か
ら
今
日
で
は
一
匹
の
蝿
も

い
な
い
部
落
と
な
っ
た
。
薬
品

の
使
用
量
と
し
て
は
、
總
額
で

パ
ン
ゞ
ソ
ー
ル
一
五
立
、
三
、
八
○

○
円
、
石
油
乳
剤
一
二
立
、
九

二
四
円
、
リ
ソ
デ
ン
粉
末
九
旺

七
、
六
五
○
円
、
消
石
灰
一
二
○

旺
、
七
九
○
円
、
晒
粉
（
井
戸

用
）
七
旺
、
六
三
○
円
、
合
計

六
、
九
○
九
円
、
各
戸
当
り
一
二

○
円
と
い
う
か
ら
余
り
多
い
量

で
は
な
い
よ
う
だ
、
こ
れ
か
ら

は
、
家
族
計
画
の
実
施
に
積
極

的
に
乗
り
出
す
と
云
う
。

こ
う
云
う
と
極
め
て
簡
単
に
、

蠅
の
い
な
い
生
活
を
獲
得
し
た

よ
う
に
聞
え
る
が
、
他
の
地
方

と
同
じ
く
、
当
初
は
相
当
の
苦

群
を
し
て
き
た
。
責
任
者
や
指

導
者
が
蔭
口
を
云
わ
れ
た
り
、

中
傷
さ
れ
た
り
涙
ぐ
ま
し
い

献
身
的
な
努
力
を
続
け
、
次
第

に
全
員
一
致
足
並
み
が
揃
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。
ど
こ
に
で
も

あ
る
苦
誇
は
、
決
し
て
、
社
宅

地
区
だ
か
ら
例
外
で
あ
る
わ
け

は
な
い
。
こ
の
地
区
の
新
生
活

を
語
っ
て
く
れ
る
人
達
は
き
ま

っ
て
こ
れ
迄
に
導
い
た
指
導
者

を
、
ま
ず
第
一
に
ほ
め
る
。
そ

し
て
こ
ん
な
に
苦
勢
し
た
と
口

を
揃
え
て
語
る
。
１
１
立
派
な

成
果
の
蔭
に
英
雄
あ
り
、
と
は

常
に
当
然
な
真
理
の
如
く
い
わ

れ
る
が
、
英
雄
が
な
く
て
も
、

新
生
活
が
進
む
社
会
に
早
く
な

れ
な
い
も
の
だ
ろ
う
か
。
新
生

活
運
動
は
一
人
の
英
雄
を
つ
く

る
こ
と
で
な
い
の
だ
か
ら
。
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万代町代表 斎 藤 幸 三氏新設組合は次号に掲載

80－


